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県連盟理事・評議員合同会議
（７月２日：県連盟大会議室）

　
岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
七
月
二
日
㈯
、
岡
山
市
中
区
奥
市
の
県
遺
族
連
盟
大
会
議
室

に
お
い
て
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催
し
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
実
施
報
告
並

び
に
諸
会
計
決
算
、
新
法
人
移
行
に
伴
う
申
請
手
続
き
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
と
共
に

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
実
施
。
岸
本
清
美
会
長
の
再
任
を
は
じ
め
、
副
会
長
、

監
事
を
選
任
し
新
執
行
部
体
制
が
決
ま
っ
た
。 

県
連
盟
諸
会
計
決
算

新
法
人
移
行
な
ど
を
協
議

会
長
・
副
会
長
の
再
任
を
決
定

　

会
議
は
午
後
一
時
三
十
分

に
開
会
。
近
常
寧
副
会
長
が

開
会
を
宣
し
、
英
霊
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
岸
本
清
美
会

長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

　

岸
本
会
長
は
「
先
般
行
わ

れ
ま
し
た
岡
山
県
議
会
議
員

選
挙
で
は
、
会
員
の
皆
様
方

か
ら
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
皆
様
方
の
ご
支
援
に

対
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
県
護
國
神
社
御
創

立
百
四
十
年
記
念
事
業
も
遺

族
会
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を

賜
り
、〝
い
さ
お
会
館
〟
な
ど

の
施
設
が
完
成
い
た
し
ま
し

た
。
以
来
、
ご
遺
族
は
勿
論

の
こ
と
、
一
般
の
方
々
の
利

用
も
増
え
て
喜
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
記
念
事
業
へ
の

奉
賛
に
つ
い
て
は
、
景
気
の

低
迷
や
大
震
災
な
ど
の
影
響

が
あ
り
、
一
般
企
業
か
ら
の

奉
賛
協
力
が
思
い
の
ほ
か
低

調
で
当
初
の
目
標
額
に
達
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
県
護
國
神

社
に
ご
無
理
を
お
願
い
し
建

設
経
費
の
支
払
い
は
完
納
い

た
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
奉

賛
活
動
に
は
大
き
な
課
題
が

残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
遺
族
運
動
の
中

心
で
あ
り
ま
す
総
理
の
靖
國

神
社
参
拝
の
運
動
で
す
が
、

菅
総
理
は
政
権
発
足
前
後
か

ら
〝（
所
謂
）
戦
犯
が
祀
ら
れ

て
い
る
靖
國
神
社
に
は
参
拝

し
な
い
〟
と
表
明
し
て
い
ま

す
。
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
大
震
災
後
の
現

政
権
の
対
応
を
見
て
も
判
る

様
に
、
ま
っ
た
く
国
の
舵
取

を
担
う
政
権
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
一
刻
も
早
く
真
っ
当

な
政
権
・
政
治
を
復
活
さ
せ
、

ご
英
霊
に
喜
ば
れ
る
日
本
国

に
な
る
様
、
我
々
も
努
力
を

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
震
災
で
九
段
会
館

が
大
き
な
被
害
を
出
し
、
日

本
遺
族
会
に
お
い
て
も
職
員

の
減
員
を
は
じ
め
役
員
・
会

費
の
見
直
し
な
ど
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

本
連
盟
に
お
い
て
も
公
益
法

人
制
度
改
革
に
伴
い
、
新
法

人
へ
の
移
行
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
様
に
遺
族
会
組

織
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
て

い
ま
す
の
で
、
諸
課
題
解
決

に
向
け
今
後
と
も
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
、

挨
拶
を
結
ん
だ
。

　

次
い
で
、
規
約
に
基
づ
き

岸
本
会
長
が
議
長
に
就
任
し

議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

　

先
ず
、「
平
成
二
十
二
年
度

県
遺
族
連
盟
事
業
実
施
報

告
」
に
つ
い
て
事
務
局
が
説

明
・
報
告
を
行
っ
た
後
、
第

一
議
案
「
英
霊
顕
彰
並
び
に

処
遇
改
善
運
動
の
経
過
・
今

後
の
運
動
」、
第
二
議
案
「
平

成
二
十
二
年
度
県
遺
族
連
盟

一
般
会
計
・
事
業
会
計
等
決

算
」
を
上
程
。
そ
れ
ぞ
れ
を

事
務
局
が
説
明
し
、
議
長
が

出
席
者
に
諮
り
各
議
案
は
了

承
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
第
三
議
案
「
県

遺
族
連
盟
役
員
改
選
」
を
上

程
し
、
新
た
に
各
市
郡
遺
族

連
合
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
理

事
及
び
評
議
員
の
紹
介
を
行

い
、
続
い
て
事
務
局
が
役
員

改
選
に
関
す
る
規
約
の
説
明

を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
議
長
が
会
長
、

副
会
長
、
監
事
の
選
任
に
つ

い
て
出
席
者
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
備
前
・
備
中
・
美
作
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
各
二
名
ず

つ
、
計
六
名
の
委
員
を
選
出

し
役
員
選
考
委
員
会
を
設
置

し
て
選
任
す
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
決
定
に
よ
り
、
午

後
二
時
十
分
に
一
旦
、
会
議

を
休
会
。
直
ち
に
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
役
員
選
考
委

員
会
の
委
員
を
選
出
し
、
各

委
員
は
別
室
に
て
委
員
会
を

開
催
し
協
議
に
入
っ
た
。

　

午
後
二
時
三
十
分
、
会
議

を
再
開
し
、
委
員
会
を
代
表

し
て
須
々
木
壽
志
氏
（
岡
山

市
岡
山
）
が
、
岸
本
会
長
の

再
任
の
決
定
並
び
に
岸
本
会

長
を
加
え
て
の
再
度
の
委
員

会
開
催
を
要
請
し
た
。

　

こ
の
決
定
及
び
要
請
を
議

長
が
出
席
者
に
諮
り
、
岸
本

会
長
の
再
任
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
、
午
後
二
時
四
十

分
、
会
議
を
休
会
。
別
室
に

て
委
員
会
を
開
催
し
協
議
を

行
っ
た
。

　

次
い
で
、
午
後
三
時
十
分

に
会
議
を
再
開
。
委
員
会
を

代
表
し
て
須
々
木
氏
が「
副

会
長
並
び
に
監
事
に
つ
い
て

も
全
員
再
任
」と
の
委
員
会

の
協
議
結
果
を
発
表
。
こ
の

委
員
会
の
選
任
結
果
を
議
長

が
出
席
者
に
諮
り
、
満
場
一

致
で
新
役
員
が
決
定
さ
れ
た
。

　

次
い
で
第
四
議
案「
新
公

益
法
人
へ
の
移
行
」に
つ
い
て

を
上
程
。
先
ず
、
公
益
法
人

制
度
改
革
に
伴
う
新
法
人
移

行
の
概
要
並
び
に
問
題
点
に

つ
い
て
、
司
法
・
行
政
書
士

の
船
守
氏
及
び
公
認
会
計
士

の
岩
藤
氏
が
説
明
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
事
務
局
が
「
一
般

財
団
法
人
へ
の
移
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
案
」
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
四
年
十
月
一
日
の
新

法
人
登
記
を
目
標
に
作
業
を

進
め
た
い
旨
を
報
告
。
そ
し

て
、
新
役
員
の
任
期
が
ほ
ぼ

満
了
す
る
平
成
二
十
五
年
四

月
一
日
登
記
に
よ
る
新
法
人

移
行
も
考
え
ら
れ
た
が
、
認

可
申
請
が
不
調
に
終
わ
っ
た

場
合
、
再
度
の
申
請
の
た
め

の
期
間
に
余
裕
が
な
く
な
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

　

そ
し
て
、
①
今
回
改
選
さ

れ
た
役
員
の
任
期
は
現
法
人

が
解
散
す
る
平
成
二
十
四
年

九
月
三
十
日
ま
で
、
②
平
成

二
十
四
年
度
予
算
・
決
算
は

半
期
の
六
カ
月
間
で
行
う
こ

と
、
以
上
の
二
点
を
追
加
説

明
。
議
長
が
移
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
案
を
出
席
者
に
諮
り
、

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
登

記
申
請
を
目
標
に
作
業
を
進

め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
移
行
へ
の
第
一

段
階
で
あ
る
「
新
法
人
移
行

に
伴
う
最
初
の
評
議
員
の
選

任
方
法
の
決
定
」
に
つ
い
て

事
務
局
が
選
任
方
法
案
を
説

明
。
提
案
さ
れ
た
選
任
方
法

案
を
議
長
が
出
席
者
に
諮

理事・評議員

合 同 会 議
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り
、
承
認
・
決
定
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
５
議
案
「
当

面
す
る
諸
問
題
」
を
上
程
。

九
段
会
館
閉
館
に
伴
う
今
後

の
遺
族
会
の
方
針
に
つ
い

て
、
事
務
局
が
日
本
遺
族
会

が
設
置
し
た
「
今
後
の
遺
族

会
を
考
え
る
特
別
委
員
会
」

の
報
告
書
の
内
容
（
⑴
経
過

の
概
要
、
⑵
報
告
︱
①
被
害

者
へ
の
対
応
、
②
事
故
究
明

委
員
会
の
設
置
、
③
九
段
会

館
廃
業
に
伴
う
残
務
処
理
、

④
国
有
財
産
の
土
地
、
建
物

の
返
還
、
⑤
日
本
遺
族
会
の

存
続
、⑥
役
員
等
の
見
直
し
、

⑦
新
た
な
事
務
局
体
制
、
⑧

新
事
務
所
の
設
置
な
ど
）
を

説
明
し
、
全
て
の
議
案
の
審

議
を
終
了
し
た
。

　

そ
し
て
、
秀
平
良
子
副
会

長
（
女
性
部
長
）
が
閉
会
の

言
葉
を
述
べ
、
午
後
四
時
五

分
、合
同
会
議
を
終
了
し
た
。 　

ま
た
、
県
遺
族
連
盟
女
性

部
は
、
合
同
会
議
に
先
立
っ

て
同
日
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
「
い
さ
お
会
館
」
会
議
室

に
お
い
て
女
性
部
会
議
を
開

催
し
役
員
改
選
を
行
っ
た
。

　

協
議
の
結
果
、
秀
平
良
子

女
性
部
長
及
び
坂
根
弘
子
・

藤
原
信
子
両
副
部
長
が
再
任

さ
れ
、
木
村
喜
久
江
氏
（
岡

山
市
南
女
性
部
長
）、山
本
よ

し
子
氏（
総
社
市
女
性
部
長
）

の
副
部
長
就
任
が
決
ま
っ
た
。

　

続
い
て
、
県
遺
族
連
盟
で

は
七
月
十
一
日
に
県
遺
族
連

盟
会
長
室
で
正
副
会
長
会
議

を
開
催
し
、
会
長
の
諮
問
機

関
で
あ
る
常
任
理
事
の
選
任

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

会
議
で
は
、
退
任
者
を
除
く

役
員
の
再
任
と
難
波
慶
行
氏

（
倉
敷
市
倉
敷
）、
大
月
健
一

氏
（
高
梁
市
）、
鈴
木
治
氏

（
新
見
市
）
の
三
氏
を
新
た

に
常
任
理
事
に
選
任
し
た
。

　

新
し
く
選
任
さ
れ
た
県
遺

族
連
盟
役
員
並
び
に
同
女
性

部
役
員
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

◎
会　

長

　

岸
本　

清
美
（
津
山
市
）

◎
副
会
長　

五
名

　

�

近
常　
　

寧
（
岡
山
市
岡

山
）

　

�

平
田　

晶
三
（
倉
敷
市
玉

島
）

　

服
部　

剛
司
（
総
社
市
）

　

浅
野　
　

實
（
真
庭
市
）

　

秀
平　

良
子
（
笠
岡
市
）

◎
監　

事　

三
名

　

�

石
原　

育
子
（
倉
敷
市
児

島
）

　

�

古
家
野　

亘
（
岡
山
市
灘

崎
）

　

渡
辺　

繁
雄
（
井
原
市
）

◎
常
任
理
事　

八
名

　

渡
辺　

雅
允（
浅
口
市
郡
）

　

藤
原　

茂
夫
（
勝
田
郡
）

　

田
渕　
　

潔
（
津
山
市
）

　

�

難
波　

慶
行
（
倉
敷
市
倉

敷
）

　

大
月　

健
一
（
高
梁
市
）

　

鈴
木　
　

治
（
新
見
市
）

　

�

坂
根　

弘
子
（
岡
山
市
西

大
寺
）

　

�

藤
原　

信
子
（
倉
敷
市
倉

敷
）

【
女
性
部
】

◎
部　

長

　

秀
平　

良
子
（
笠
岡
市
）

◎
副
部
長　

四
名

　

�

坂
根　

弘
子
（
岡
山
市
西

大
寺
）

　

�

藤
原　

信
子
（
倉
敷
市
倉

敷
）

　

木
村
喜
久
江（
岡
山
市
南
）

　

山
本
よ
し
子
（
総
社
市
）

※�

理
事
、
評
議
員
は
別
掲
一

覧
の
と
お
り
。

岡山県遺族連盟役員一覧
（敬称略）

　　　  役職
区分

理　　　　　事 評　　議　　員
遺 族 連 合 会
会　　長

女性部正副部長
及び県選出

遺 族 連 合 会
女性部長

遺 族 連 合 会
選　　出

県遺族連盟 （会）岸本　清美
岡山市岡山 （副）近常　　寧 小橋　慶子 須々木壽志
〃 西 大 寺 冨岡　義雅 （常）坂根　弘子 （副）坂根　弘子
〃 上 道 徳田　　伸 水元　春子
〃 北 人見　信一 深井　芳子
〃 南 佐藤　喜義 木村喜久江 （副）木村喜久江
〃 御 津 佐々木征治 石坂早智子
〃 灘 崎 （監）古家野　亘 岡　　綾子 ＊岡　　綾子
〃 建 部 榎本　省三 北　　初子
〃 瀬 戸 高橋　生人 額田　克美
倉敷市倉敷 （常）難波　慶行 （常）藤原　信子 （副）藤原　信子 中田　素実
〃 児 島 （監）石原　育子 礒野　貴子 ＊礒野　貴子
〃 玉 島 （副）平田　晶三 佐藤　和子 井上　晴夫
〃 真 備 山下　　喬 水川婦美恵
津 山 市 （常）田渕　　潔 服部　慶子 小椋　章光
玉 野 市 三宅　禎浩 松浦満利子
笠 岡 市 安藤　誠一 （副）秀平　良子 （部）秀平　良子 高田征八郎
井 原 市 （監）渡辺　繁雄 田辺　隆則 嶋田　悦子 ＊田辺　隆則
総 社 市 （副）服部　剛司 山本よし子 （副）山本よし子
高 梁 市 （常）大月　健一 平井　和子 織田　和民
新 見 市 （常）鈴木　　治 山田　春美 小豆澤　隆
備 前 市 小長　琢幸 平松　　淑
瀬 戸 内 市 高原　能夫 佐藤　悦子
赤 磐 市 金谷　征正 藤原　良子
真 庭 市 （副）浅野　　實 松尾　瑞枝 植木　　隆
美 作 市 郡 岡本美智夫 豊久百合子
浅 口 市 郡 渡辺　雅允 松原　徳子
和 気 郡 角南　和弘 須藤　鶴子
都 窪 郡 林　　　勇 中桐登喜子
小 田 郡 日置　彰雄 妹尾　信子
真 庭 郡 芦川　　巖 佐藤　君代
苫 田 郡 池田　和雄 中江　誠子
勝 田 郡 （植月　佐廣） （常）藤原　茂夫 橋本　好子
久 米 郡 米本　吉憲 川島　晴江
加 賀 郡 難波　忠純 羽波　豊美

計 ＊理事40名　　　＊監事３名　　　＊評議員35名
　　　　 注 ）（会）＝県会長　（監）＝県監事

　　（副）＝県副会長（常）＝県常任理事
（部）＝県女性部長　＊＝県選出理事
（副）＝県女性部副部長　　　　　　

戦
地
か
ら
の
葉
書
　
　
　
　
　

陸
軍
兵
長　

倉
本
　
和
三
郎
　
命
　
　

昭
和
十
九
年
七
月
十
三
日　

中
国
湖
南
省
邵
陽
縣（
し
ょ
う
よ
う
け
ん
）白
鶴
舗
に
て
戦
死　

京
都
府
京
都
市
東
山
区
出
身　

三
十
五
歳　

其
之
（
の
）
後
ハ
、
御
無
沙
汰
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

家
内
一
同
、
変
リ
ハ
無
イ
デ
ス
カ
。

又
、
子
供
等
ハ
達
者
デ
ア
ル
カ
。

百
姓
仕
事
ヤ
、
工
場
仕
事
モ
大
変
忙
ガ
シ
イ
事
ト
思
ヒ
マ
ス
。

出
来
ル
丈
（
だ
け
）
気
張
テ
働
ク
ノ
ガ
、
銃
後
（
じ
ゅ
う
ご
）
ノ
務
（
つ

と
）
メ
デ
ス
。

寒
ク
成
ッ
テ
来
マ
シ
タ
カ
ラ
、
風
邪
ニ
カ
カ
ラ
ヌ
様
注
意
。
又
、
火
ノ
用

心
ニ
特
ニ
気
ヲ
付
ケ
ル
事
。

村
ノ
務
メ
ヤ
、
交
際
ハ
十
分
ニ
ナ
サ
イ
。

ペ
ン
ト
ナ
イ
ト
ノ
状
況
ハ
ド
ウ
カ
。

機
械
ノ
調
子
ハ
ウ
マ
ク
行
ク
カ
。

稲
ノ
取
入
モ
近
ヅ
イ
テ
来
マ
シ
タ
。
大
イ
ニ
努
力
セ
ヨ
。

自
分
ハ
、
非
常
ニ
元
気
デ
御
奉
公
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

奥
田
吉
造
殿
ニ
宜
敷
云
テ
呉
レ
。
ス
ベ
テ
ノ
事
ハ
尋
ネ
ナ
サ
イ
。

自
分
ヲ
何
ヨ
リ
モ
大
切
ニ
セ
ラ
レ
度
（
た
）
シ
。

（
原
文
の
ま
ま
）　

【
平
成
二
十
三
年
七
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】　
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岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎

年
、
古
郷
遥
か
遠
い
異
郷
の

地
で
散
華
さ
れ
た
戦
没
者
ご

英
霊
の
苦
難
の
戦
い
を
偲

び
、
御
霊
を
お
慰
め
す
る
た

め
、
県
補
助
事
業
に
よ
り
海

外
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
現

地
の
諸
事
情
に
よ
り
昨
年
度

中
止
し
た
「
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
及
び
ラ
バ
ウ
ル
方
面
」

の
巡
拝
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
四
日
か
ら
五
泊

六
日
の
日
程
で
多
く
の
将
兵

が
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
戦
域

を
巡
る
と
共
に
、
現
地
に
建

立
さ
れ
て
い
る
各
慰
霊
碑
で

追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
す
の

で
、
関
係
ご
遺
族
は
勿
論
の

こ
と
、
他
地
域
の
ご
遺
族
の

皆
様
方
に
も
参
加
を
賜
り
、

赤
道
遥
か
南
方
に
眠
ら
れ
ま

す
戦
没
者
ご
英
霊
を
お
慰
め

し
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

現
在
、
募
集
人
員
に
多
少

余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
緒
に
鎮
魂
の
旅
に
ご

参
列
を
賜
り
ま
す
様
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

目次 月日 地名 時間（現地） 交通機関 行　　程

１ ９／24
㈯

岡山空港発
羽田空港着

成田空港発

昼　頃

21：25

専用バス

P X -05 5

岡山空港集合。空路、羽田空港へ
バスで靖國神社へ
昇殿参拝後、成田空港へ
ニューギニア航空でパプアニューギ
ニア国ポートモレスビーへ

…機中泊

２ ９／25
㈰

ポートモレスビー着
ポートモレスビー発
ラバウル着

４：40
８：30
11：25

P X -20 6
専用バス

ポートモレスビーで朝食・休憩後、
空路、ニューブリテン島ラバウルへ
【ラバウル周辺慰霊巡拝】（南太平洋
戦没者の碑で戦没者追悼式、大発洞
窟など）
� …ラバウル泊

３ ９／26
㈪

ラバウル発
ポートモレスビー着
ポートモレスビー発
マ ダ ン 着

７：05
８：25
10：00
11：05

P X -27 5

P X -91 0
専用バス

空路、ポートモレスビーへ

空路、マダンへ
【マダン周辺慰霊巡拝】（ヤボブヒル､
アムロン高地､ フィンシュハーヘン
飛行場跡）
� …マダン泊

４ ９／27
㈫

マ ダ ン

ハ ン サ

マ ダ ン

終　日 専用バス

【ウリンガン、ハンサ方面慰霊巡拝】
（ハンサ湾で慰霊祭、ハンサ富士と
呼ばれたマナム島など）
� …マダン泊

５ ９／28
㈬

マ ダ ン 発
ポートモレスビー着
ポートモレスビー発
成田空港着

７：20
８：20
14：40
20：15

P X -12 5
専 用 車
P X -05 4
専用バス

空路、ポートモレスビーへ
【ポートモレスビー周辺慰霊巡拝】
空路、成田空港へ
羽田空港付近のホテルへ

…東京都内泊

６ ９／29
㈭ 羽田空港発

岡山空港着

午　前
午　前
昼　頃

シャトルバス バスで羽田空港へ
空路、岡山空港へ
着後、解散

◎参 加 経 費　　270,000円也（補助資格者お一人経費）
　　　　注１）補助資格者は戦没者ご遺族（但し、戦没者一柱につき１人が補助対象）
　　　　　　　上記以外の方は30,000円の追加経費でお受けいたします。
　　　　注２）ビザ申請費用、別途必要。旅行傷害保険加入は任意となります。
◎募 集 人 員　　20名程度
◎お申し込み　　県遺族連盟へ８月５日㈮までに
　※上記日程は交通機関の都合により時刻等が変更になる場合があります。

　
平
成
23
年
度
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
及
び

ラ
バ
ウ
ル
方
面
慰
霊
巡
拝
の
ご
案
内

岡山県
遺族連盟

ニューギニア方面略図
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
三
年
七
月
行
事
表

２
日　

県
連
盟
女
性
部
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

県
連
盟
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

　
　
　

津
山
市
久
米
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

７
日　

県
戦
没
者
顕
彰
会
常
務
理
事
会
（
い
さ
お
会
館
）

11
日　

県
護
國
神
社
大
総
代
・
総
代
合
同
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

県
連
盟
正
副
会
長
会
議
（
県
連
盟
会
長
室
）

13
日　

靖
國
神
社
み
た
ま
祭
（
靖
國
神
社
）
16
日
ま
で

14
日　

赤
磐
市
戦
没
者
追
悼
式
（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園･

フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
）

　
　
　

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式
（
備
前
市
民
Ｃ
）

16
日　

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
都
内
）
一
泊

21
日　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
九
段
会
館
）

22
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
地
区
会
長
会（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
）

　

岡
山
県
護
國
神
社
で
は
、毎
年
八
月
十
五
・
十
六

日
の
両
日
に
わ
た
り
皆
様
か
ら
ご
奉
納
い
た
だ
い

た
堤
灯
を
境
内
に
掲
げ
、
夏
の
「
み
た
ま
祭
」
を
執

り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
た
め
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
五
万
六
千
七

百
余
柱
の
御
霊
安
ら
か
れ
と
、御
遺
族
・
崇
敬
会
・

戦
友
の
皆
様
を
始
め
、多
く
の
方
々
か
ら
御
奉
納
い

た
だ
い
た
萬
燈
の
「
み
あ
か
し
」
は
、
奉
納
書
画
の

掛
行
燈
と
共
に
夜
の
境
内
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。

▼�

日　

時

　

八
月
十
五
日
㈪
・
十
六
日
㈫　

午
後
七
時
よ
り

　

＊
点
燈
は
十
四
日
㈰
の
日
没
よ
り
行
い
ま
す
。

　

＊�

十
六
日
は
祭
典
に
続
い
て
岡
山
市
連
合
婦
人

会
の
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
す
。皆
様
も
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。

▼
堤
灯
献
燈
料　

一
燈
に
つ
き　

二
、
〇
〇
〇
円

▼
お
申
し
込
み
は 

　

〒
七
〇
三
︲
八
二
七
二

　
　

�

岡
山
市
奥
市
三
︲
二
一
「
岡
山
県
護
國
神
社
」

ま
で

　
　

電
話
〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
七

　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス
〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
六

　

＊�

郵
便
振
替
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は

　
　

�

郵
便
振
替
番
号　

岡
山 

〇
一
二
九
〇
︲
三
︲

三
〇
一
七　

岡
山
県
護
國
神
社

（
通
信
欄
に〝
萬
燈
み
た
ま
祭
〟と
ご
記
入
下
さ
い
）

　
岡
山
県
護
國
神
社

 
　
萬
燈
み
た
ま
祭｢

献
灯｣

ご
案
内 

　「
終
戦
の
詔
書
奉
戴

日
本
興
隆
祈
願
祭
」
行
事
ご
案
内
　

岡

山

縣

護

國

神

社　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡
山
県
本
部　

日

本

会

議

岡

山　

　

終
戦
の
詔
書
が
渙
発
さ
れ
た
八
月
十
五
日
は
我
々
日

本
人
に
と
っ
て
永
遠
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
痛
恨
の
日

で
あ
り
ま
す
。
当
日
、
護
國
の
神
霊
に
敬
仰
感
謝
の
誠

を
捧
げ
、
日
本
興
隆
の
為
一
段
と
協
力
邁
進
す
る
事
を

祈
誓
す
る
ベ
く
左
記
に
よ
り
行
事
を
執
行
致
し
ま
す
の

で
、
何
卒
多
数
の
皆
様
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
ま
す
様

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
終
戦
の
詔
書
奉
戴
日
本
興
隆
祈
願
祭

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　

午
前
十
時
半
か
ら

　
　
　
　

引
き
続
い
て

一
、
行　
　
　

事

　
　
　
　

先　

開

式

の

辞

　
　
　
　

次　

皇

居

遥

拝

　
　
　
　

次　

国

歌

斉

唱

　
　
　
　

次　

詔

書

拝

聴

　
　
　
　

次　

誓
い
の
こ
と
ば

　
　
　
　

次　

総
代
会
会
長
挨
拶

　
　
　
　

次　

詩

吟

奉

納

　
　
　
　

次　

万

歳

三

唱

　
　
　
　

次　

閉

会

の

辞

　
　

◎
記
念
講
演

　
　
　
　

＊
時
間　

午
後
零
時
二
十
分
か
ら
二
時

　
　
　
　

＊
場
所　

護
國
神
社
「
い
さ
お
会
館
」

　
　
　
　

＊
演
題　

�｢

皇
室
の
祈
り
〜
英
霊
に
御
心
を

寄
せ
続
け
ら
れ
て
」

　
　
　
　

＊
講
師　

全
日
本
学
生
文
化
会
議
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

荻　
　
　

祥　

氏

一
、
岡
山
縣
護
國
神
社
「
萬
燈
み
た
ま
祭
」

　
　
　

八
月
十
五
日　

午
後
七
時
か
ら
（
第
一
夜
）

　
　
　

八
月
十
六
日　

午
後
七
時
か
ら
（
第
二
夜
）

岡
山
市
連
合
婦
人
会
に
よ
る
盆
踊

　
　
　

＊�

み
た
ま
祭
献
燈
・
学
童
街
行
燈
は
八
月
十
四

日
の
日
没
よ
り
点
燈
い
た
し
ま
す
。

協
賛

　

県
遺
族
連
盟
で
は
、
平
成

二
十
三
年
度
老
人
福
祉
事
業

と
し
て
、
本
年
め
で
た
く
百

歳
に
な
ら
れ
た
戦
没
者
遺
族

の
方
々
に
記
念
品
を
贈
り
長

寿
を
お
祝
い
す
る
と
共
に
、

「
身
寄
り
の
な
い
戦
没
者
の

父
母
（
父
母
特
給
対
象
者
）」

及
び
「
一
人
暮
ら
し
の
戦
没

者
の
妻
」
の
方
々
へ
の
慰
問

を
〝
敬
老
の
日
〟
前
後
に
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

追
っ
て
、
各
市
・
町
・
村

遺
族
会
を
通
じ
て
本
年
の
該

当
者
の
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　

記 

▼�

百
歳
該
当
者　

明
治
四
十

四
年
一
月
一
日
以
降
、
同

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
戦
没
者
遺
族
。

▼�

報　

告　

各
市
町
村
遺
族

会
で
取
り
ま
と
め
の
上
、

「
八
月
二
十
二
日
ま
で
に
」

県
遺
族
連
盟
へ
ご
報
告
願

い
ま
す
。（
期
日
厳
守
）

◎�

記
念
品
は
各
市
町
村
遺
族

会
に
一
括
し
て
送
付
い
た

し
ま
す
が
、
過
去
の
該
当

者
で
報
告
漏
れ
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
本
年
度

で
受
付
け
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
ご
報
告
下
さ
い
。

◎
記
念
品
は
特
注
品
で
す
の

　

で
、
報
告
期
日
以
後
の
お

　

申
し
出
は
お
引
き
受
け
で

　

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
県
連
盟
老
人
福
祉
事
業

　

記

念

品

贈

呈

該

当

者

調
査
の
お
願
い

23
日　

県
連
盟
正
副
会
長･

常
任
理
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

29
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
会
議
理
事
会
・
総
会

（
岡
山
商
工
会
議
所
）

平
成
二
十
三
年
八
月
行
事
表

15
日　

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日

　
　
　

全
国
戦
没
者
慰
霊
大
祭
（
靖
國
神
社
）

　
　
　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
）

　
　
　

終
戦
の
詔
書
奉
戴
日
本
興
隆
祈
願
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

県
護
國
神
社
萬
燈
み
た
ま
祭
（
県
護
國
神
社
）
16
日
ま
で

　
　
　

笠
岡
市
戦
没
者
慰
霊
祭
（
古
城
山
公
園
・
招
魂
社
）

23
日　

日
遺
女
性
部
研
修
会
（
東
京
都
内
）
24
日
ま
で

28
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

平
成
二
十
三
年
九
月
行
事
表

８
日　

中
国･

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
愛
媛
県
）
９
日
ま
で

29
日　

高
梁
市
成
羽
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

30
日　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
市
総
合
体
育
館
）

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年　

盛
夏

財
団
法
人

岡
山
県
遺
族
連
盟　

役
職
員
一
同


